
日本天文学会2012年秋季年会

L11b はやぶさ 2探査候補天体 1999 JU3の測光観測
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地球接近小惑星 (162173) 1999JU3は、S型小惑星 (25143)イトカワへのサンプルリターンミッションを成功さ
せた「はやぶさ」の後継計画として、2014年に打ち上げ予定のC型小惑星をターゲットにした「はやぶさ 2」の
現在唯一無二の探査ターゲットである。C型小惑星は、有機物や含水鉱物を保持していると推定され、地球上の生
命や海にも大きく関わる有機物や水の起源につながり、太陽系の進化過程で、熱的進化および水質変成のトレー
サーとなりうる極めて重要な天体である。
1999 JU3は 2012年 5月下旬から 6月上旬に、発見史上最大の観測好機を迎えたが、天体が南天にあることか

ら、日本での観測は十分なタイムスパンのデータが取得できなかった。そこで、南アフリカ IRSFとニュージーラ
ンドMOA-I,IIの協力を得て、ライトカーブを取得を目的とした測光観測を実施した。その結果、これまでデー
タの得られていない位相角 0度から 10度までのデータが取得できた。
本講演では、2007年から 2008年にかけて、国内および海外の望遠鏡と連携して行ったキャンペーン観測の結

果 (Abe et al., 2008)との比較、および過去の観測と合わせて導いた自転周期、自転軸の向きと軸比、形状モデ
ル、絶対等級、スロープパラメータなどについて報告する。


